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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツの移動に関する管理を行うコンテンツ管理装置であって、
　第１の記録媒体に記録されているコンテンツを基に、当該コンテンツよりも低品位な関
連コンテンツを生成する関連コンテンツ生成手段と、
　前記関連コンテンツを、前記第１の記録媒体とは異なる記録媒体に出力する場合、前記
第１の記録媒体に記録されているコンテンツを再生不能化する再生不能化手段と、
　前記関連コンテンツと、前記再生不能化をする際に使用した情報と、を第２の記録媒体
に出力する出力手段と、
　前記関連コンテンツが、前記第２の記録媒体に出力されたことを示す管理情報を、前記
第１の記録媒体に蓄積する蓄積手段と
　を備えるコンテンツ管理装置。
【請求項２】
　前記コンテンツ管理装置は、更に、
　前記第２の記録媒体に記録されている前記関連コンテンツと、前記再生不能化をする際
に使用した情報と、を前記第２の記録媒体から取得した場合、前記第１の記録媒体に記録
されている再生不能化されたコンテンツを再生可能にする再生可能化手段を備える
　請求項１記載のコンテンツ管理装置。
【請求項３】
　前記関連コンテンツ生成手段はさらに、前記コンテンツが有する第１の画面解像度より
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も低い第２の画面解像度の関連コンテンツを生成する
　請求項２記載のコンテンツ管理装置。
【請求項４】
　前記コンテンツ管理装置は、更に、
　前記再生可能化手段が、前記第１の記録媒体に記録されている再生不能化されたコンテ
ンツを再生可能にする場合であって、かつ、前記第２の記録媒体が、前記関連コンテンツ
を記録している場合、前記第２の記録媒体に記録されている前記関連コンテンツを消去す
る第２消去手段を備える
　請求項２または３に記載のコンテンツ管理装置。
【請求項５】
　前記コンテンツ管理装置は更に、
　ユーザからの削除指示によって、前記第１の記録媒体に記録されている再生不能化され
たコンテンツを消去する第１消去手段を備える
　請求項１～４のいずれか１項に記載のコンテンツ管理装置。
【請求項６】
　コンテンツの移動に関する管理を行うための集積回路であって、
　第１の記録媒体に記録されているコンテンツを基に、当該コンテンツよりも低品位な関
連コンテンツを生成する関連コンテンツ生成手段と、
　前記関連コンテンツを、前記第１の記録媒体とは異なる記録媒体に出力する場合、前記
第１の記録媒体に記録されているコンテンツを再生不能化する再生不能化手段と、
　前記関連コンテンツと、前記再生不能化をする際に使用した情報と、を第２の記録媒体
に出力する出力手段と、
　前記関連コンテンツが、前記第２の記録媒体に出力されたことを示す管理情報を、前記
第１の記録媒体に蓄積する蓄積手段と
　を備える集積回路。
【請求項７】
　コンテンツの移動に関する管理を行うためのコンテンツ管理方法であって、
　第１の記録媒体に記録されているコンテンツを基に、当該コンテンツよりも低品位な関
連コンテンツを生成する関連コンテンツ生成ステップと、
　前記関連コンテンツを、前記第１の記録媒体とは異なる記録媒体に出力する場合、前記
第１の記録媒体に記録されているコンテンツを再生不能化する再生不能化ステップと、
　前記関連コンテンツと、前記再生不能化をする際に使用した情報と、を第２の記録媒体
に出力する出力ステップと、
　前記関連コンテンツが、前記第２の記録媒体に出力されたことを示す管理情報を、前記
第１の記録媒体に蓄積する蓄積ステップと
　を含むコンテンツ管理方法。
【請求項８】
　コンテンツの移動に関する管理を行うためのプログラムであって、
　第１の記録媒体に記録されているコンテンツを基に、当該コンテンツよりも低品位な関
連コンテンツを生成する関連コンテンツ生成ステップと、
　前記関連コンテンツを、前記第１の記録媒体とは異なる記録媒体に出力する場合、前記
第１の記録媒体に記録されているコンテンツを再生不能化する再生不能化ステップと、
　前記関連コンテンツと、前記再生不能化をする際に使用した情報と、を第２の記録媒体
に出力する出力ステップと、
　前記関連コンテンツが、前記第２の記録媒体に出力されたことを示す管理情報を、前記
第１の記録媒体に蓄積する蓄積ステップと
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、コピー制御情報を有するコンテンツのムーブ（移動）によるコンテンツのデ
ータの管理およびその方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ＢＳデジタル放送および地上波デジタル放送においては、放送コンテンツの著作
権保護対策として、無料放送であっても放送波をスクランブルし、原則として「１世代の
みコピー可」のコピー制御が行なわれている。
【０００３】
　コピー制御の信号は、映像データ及び音声データといったコンテンツの圧縮データと一
緒に、伝送制御信号として多重化されて送られている。具体的には、伝送制御信号のＰＭ
Ｔ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｍａｐ　Ｔａｂｌｅ）に配置されたデジタルコピー制御記述子に、
図１に示すような放送コンテンツのコピー世代を制御するデジタルコピー制御情報（ｄｉ
ｇｉｔａｌ＿ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ＿ｃｏｎｔｒｏｌ＿ｄａｔａ）が含まれている。
【０００４】
　図１に示すように、デジタルコピー制御情報「１０」は「１世代のみコピー可」（Ｃｏ
ｐｙ　Ｏｎｅ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ、以下コピーワンスと称する）であることを示す。
つまり、デジタル放送コンテンツがデジタルコピー制御情報「１０」を伴う場合、受信し
たそのコンテンツは１回のみ記録できることを意味している。なお、デジタルコピー制御
情報が「００」の場合、制約条件なしにコピー可であり、デジタルコピー制御情報が「１
１」の場合、コピー禁止であることを意味する。
【０００５】
　デジタル放送へのコピーワンスの導入にともない、例えば、ハードディスク（ＨＤＤ）
や記録型ＤＶＤを搭載したデジタルビデオレコーダで、コピーワンスのデジタル放送コン
テンツを受信してデジタルビデオレコーダのＨＤＤやＤＶＤに記録した場合、記録された
コンテンツは「再コピー禁止」として蓄積され、それ以降のコピーは禁止される。なお、
「再コピー禁止」で蓄積を行う時にも、デジタルコピー制御記述子のデジタルコピー制御
情報の値「１０」は変更しなくて良い。
【０００６】
　但し、「再コピー禁止」として蓄積されたコピーワンスのコンテンツは、コピーは禁止
されるがムーブ（移動）は許される。例えば、ＣＰＲＭ（Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｐｒｏｔｅｃ
ｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ　Ｍｅｄｉａ）等の著作権保護に対応した外部
記録媒体への移動は許されている。また、ムーブは内蔵あるいはデジタル接続された一つ
の記録媒体に対してのみ行うことができ、高速デジタルインタフェースで接続されている
他の記録媒体へムーブを行う場合には、ＤＴＣＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ）規定に従って行う必要がある。
【０００７】
　なお、ムーブした場合、ムーブ元のＨＤＤやＤＶＤなどに記録されていたコンテンツは
削除あるいは再生不能化されなければならない。すなわち、ムーブ終了後に、使用可能な
コンテンツがムーブ元及びムーブ先の双方に同時残ってはならない。
【０００８】
　ところで、このようなコピーワンスの導入は、次のような点でユーザ側の利便性を損な
う恐れがある。それは、記録されているコピーワンスのコンテンツが高品位なコンテンツ
であり、そのコンテンツの質、つまりコンテンツの画質や音質等を落として低品位なコン
テンツへ変換してムーブした場合である。低品位なコンテンツに変換され一旦ムーブされ
ると、ムーブバック（ムーブ先からムーブ元に逆ムーブ）しても低品位なコンテンツとし
てしか再生されない。すなわち、ユーザは元の高品位なコンテンツを再度視聴したくても
視聴できない。
【０００９】
　例えば、変換を伴うムーブのケースとして、ムーブ元のコピーワンスのコンテンツがＨ
ＤＤやＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｋに記録された高品位なＨＤ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔ



(4) JP 4283210 B2 2009.6.24

10

20

30

40

50

ｉｏｎ）映像であり、ムーブ先が記録容量の小さな媒体、例えば、ＤＶＤやメモリカード
で、低品位なＳＤ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）映像に変換してムーブさ
れる場合がある。ＨＤ映像からＳＤ映像への変換は、通常、不可逆な変換で、より低い記
録レートで圧縮符号化されているため、元のＨＤ映像の高品位な映像に戻すことはできな
い。
【００１０】
　このような課題に対して、特許文献１の「デジタル情報記録 装置、再生装置および送
信装置」は、コピーワンスのコンテンツを受信記録した後、ムーブおよび一時的なコピー
について、複製可能な期間や視聴可能な期間を時計によって管理する。これによって、コ
ピーワンスのコンテンツを受信記録した後、所定の期間内は、他の記録媒体にコピー可能
である。つまり、高品位なコンテンツを受信記録した後、低品位なコンテンツとして他の
記録媒体に出力した後においても、ユーザが高品位なコンテンツを視聴することを可能な
らしめることができる。
【特許文献１】特開２００２-２５１８１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、上記従来の技術ではコピーワンスの本来の規定「１世代のみコピー可」
つまり、受信時の１回のみコピー可であることに反し、期限付きで「複数回のコピー可」
を許容している。また、期間によりコピー等の制限を加えるということは、コピーワンス
の制御情報とは別に「期限付き複数回のコピー可」と言ったような制御情報を追加させる
必要があり、コピー制御情報のビットが増えてしまう。
【００１２】
　ここで、コピーワンス本来の規定を遵守しながら、かつ、コピー制御情報のビット数を
増やすことなく、高品位なコンテンツを低品位なコンテンツに変換してムーブした後にお
いても、高品位なコンテンツを再生可能とするためには、以下の手法が考えられる。
【００１３】
　高品位なコンテンツを低品位なコンテンツに変換しムーブした際、ムーブ元の高品位な
コンテンツを一旦再生不能にしておく。その後、逆ムーブ、すなわち、低品位なコンテン
ツをムーブ元の記録媒体へムーブバックした場合、再生不能にした高品位コンテンツを再
生可能にするとともに、ムーブ先から低品位なコンテンツを削除する。
【００１４】
　なお、上記手法において、ムーブ元の高品位なコンテンツを再生不能にしたまま、ムー
ブバックされるまでそのコンテンツについて何の情報もユーザに開示されない場合、ユー
ザが認識できないコンテンツによりムーブ元の記録媒体の記録可能な容量が減っていくこ
ととなり、ユーザはその理由を特定できず故障かと誤解する可能性がある。
【００１５】
　また、再生不能にして保持しておいたコンテンツを必要としなくなった場合、すなわち
、逆ムーブを必要としなくなった場合、ユーザは、再生不能なコンテンツを認識できない
ため、削除することができない。つまり、再生不能なコンテンツによって記録媒体の記録
可能な容量が無駄に消費されることとなる。
【００１６】
　本発明は、上記課題を考慮し、コンテンツの質を落としてムーブした後においても、ム
ーブ前の質のコンテンツの再生を可能ならしめるとともに、ムーブしたコンテンツに関す
る情報をユーザに知らせることができるコンテンツ管理装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明のコンテンツ管理装置は、コンテンツの移動に関す
る管理を行うためのコンテンツ管理装置であって、第１の記録媒体に記録されているコン



(5) JP 4283210 B2 2009.6.24

10

20

30

40

50

テンツを基に、当該コンテンツよりも低品位な関連コンテンツを生成する関連コンテンツ
生成手段と、前記関連コンテンツを、前記第１の記録媒体とは異なる記録媒体に出力する
場合、前記第１の記録媒体に記録されているコンテンツを再生不能化する再生不能化手段
と、前記関連コンテンツと、前記再生不能化をする際に使用した情報と、を第２の記録媒
体に出力する出力手段と、前記関連コンテンツが、前記第２の記録媒体に出力されたこと
を示す管理情報を、前記第１の記録媒体に蓄積する蓄積手段とを備える。
【００１８】
　これにより、本発明のコンテンツ管理装置は、第１の記録媒体に記録されているコンテ
ンツよりも低品位な関連コンテンツを第２の記録媒体に出力するとともに、第１の記録媒
体に記録されているコンテンツを再生不能化することができる。また、再生不能化する際
に使用した情報も第２の記録媒体に出力することができる。
【００１９】
　更に、移動元のコンテンツは再生不能としたまま、関連コンテンツが第２の記録媒体に
出力されたことを示す管理情報を第１の記録媒体に蓄積することができる。また、再生不
能化されたコンテンツは第１の記録媒体に記録されているため、ユーザが再生不能化され
る前のコンテンツを視聴することを可能ならしめることができる。
【００２０】
　また、本発明のコンテンツ管理装置は、ユーザからの削除指示によって、前記第１の記
録媒体に記録されている再生不能化されたコンテンツを消去する第１消去手段とを備える
。
【００２１】
　これにより、ユーザは、再生不能化されたコンテンツの中から不要、つまり、再生可能
化する必要のないコンテンツを選択し、削除することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、コンテンツの質を落としてムーブした後においても、ムーブ前の質のコンテ
ンツの再生を可能ならしめるとともに、ムーブしたコンテンツに関する情報をユーザに知
らせることができるコンテンツ管理装置を提供することができる。
【００２３】
　つまり、本発明によれば、再コピー禁止の状態で記録されているコピーワンスの高品位
なコンテンツを低品位なコンテンツへ変換してムーブしても、逆ムーブすることにより再
生可能化がなされ、元の高品位なコンテンツを再生できる。また、ムーブ元で、高品位な
コンテンツが再生不能化され保持されている状態であっても、元々の高品位なコンテンツ
が再生可能か否かをユーザに知らせることができ、ユーザに対する利便性を高める。
　また、ムーブによって再生不能として保持しておいたコンテンツが不要になった場合、
ユーザが消去できるようにすることで、限られた容量の記録媒体を有効に使うことができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照して説明する。
　先ず、本実施の形態のデータ管理装置１０１及び外部記録媒体３０１の構成を、図２か
ら図４を用いて説明する。
【００２５】
　図２は、本実施の形態のデータ管理装置１０１及び外部記録媒体３０１の外観を示す図
である。データ管理装置１０１は、本発明のコンテンツ管理装置の一例であり、大容量の
ハードディスクやＤＶＤの記録媒体を搭載したハードディスクレコーダあるいはＤＶＤレ
コーダなどの記録再生機器である。
【００２６】
　データ管理装置１０１が備える記録領域２０８は、本発明のコンテンツ管理装置におけ
る第１の記録媒体の一例である。記録領域２０８に記録されるデータのデータ形式につい
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ては、図５を用いて後述する。
【００２７】
　外部記録媒体３０１は、本発明のコンテンツ管理装置における第２の記録媒体の一例で
あって、ＣＰＲＭ等の著作権保護に対応したメモリカードである。データ管理装置１０１
には、外部記録媒体３０１が挿入されるメモリカード挿入スロット１０２が設けられてい
る。
【００２８】
　図３は、本実施の形態のデータ管理装置１０１及び、外部記録媒体３０１の構成を示す
ブロック図である。データ管理装置１０１のメモリカード挿入スロット１０２（図２参照
）に設けられたインタフェース（図示しない）は、メモリカード挿入スロット１０２に装
着された外部記録媒体３０１と接続される。このインタフェースを通じて、データ管理装
置１０１は外部記録媒体３０１へデータを出力し、外部記録媒体３０１は外部記録媒体３
０１の固有情報をデータ管理装置１０１に出力する。
【００２９】
　本実施の形態では、データ管理装置１０１は据え置き型のハードディスクレコーダであ
る。データ管理装置１０１は、アンテナ２０１によって受信されたデジタルテレビ放送信
号を処理し、映像及び音声をディスプレイ２１５及びスピーカ２１６より再生する。
【００３０】
　データ管理装置１０１は、他の機器（ＤＶＨＳレコーダ、次世代ディスクを使用したレ
コーダ）などであっても良い。外部記録媒体３０１は記録可能なＤＶＤディスクのほかリ
ムーバルなハードディスク、あるいは、図４に示すように、デジタルケーブルで接続され
たデータ管理装置１０１と同様な他のハードディスクレコーダやＤＶＤレコーダであって
もよい。ただし、図４に示すデータ管理装置１０１と外部レコーダ３０１とのデジタル接
続によるデータの入出力の際には、デジタル接続規格、例えば，ＤＴＣＰなどに基づいて
認証され、データの入出力は暗号化などにより偽造や盗難することができない安全が確保
された経路で行われなければならない。
【００３１】
　図３に示すように、データ管理装置１０１は、チューナ２０２、復調部２０３、ＴＳデ
コーダ２０４、圧縮／伸長部２０５、再生処理部２０６、ＲＯＭ領域２０７、記録領域２
０８、通信処理部２０９、コンテンツ制御部２１０、コンテンツ情報抽出部２１１、コン
テンツ情報出力部２１２、コンテンツ消去部２１４そして入力キー２１３を有する。また
、再生処理部２０６には、ディスプレイ２１５、スピーカ２１６が接続されている。
【００３２】
　また、外部記録媒体３０１は、通信処理部３０２、カード制御部３０３、記録領域３０
４、ＲＯＭ領域３０５を有する。
【００３３】
　データ管理装置１０１と外部記録媒体３０１とは、データ管理装置１０１をマスターと
し外部記録媒体３０１をスレーブとするマスター／スレーブ方式で、通信処理部２０９お
よび通信処理部３０２を介してデータの入出力を行う。
【００３４】
　つまり、外部記録媒体３０１はデータ管理装置１０１からのコマンドに対するレスポン
スを送信する。また、外部記録媒体３０１はデータをデータ管理装置１０１に送信する。
上記のレスポンス及びデータの出力は、データ管理装置１０１から伝送される伝送クロッ
クに同期して行われる。
【００３５】
　次に、外部記録媒体３０１の各構成部の機能について説明する。
　カード制御部３０３は、通信処理部３０２がデータ管理装置１０１から受け取ったコマ
ンドを解析し、解析結果に従って外部記録媒体３０１内の各構成部を制御する。また、カ
ード制御部３０３は、コマンドの処理結果をレスポンスとして、通信処理部３０２により
データ管理装置１０１に送信させるとともに、データ管理装置１０１の要求に応じて、通
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信処理部３０２が受け取ったデータを記録領域３０４に記録し、記録しているデータをデ
ータ管理装置１０１に、通信処理部３０２により送信させる機能をもつ。
【００３６】
　ROM領域３０５には、外部記録媒体３０１の固有情報が記録されている。この固有情報
はこの外部記録媒体３０１特有の情報であり、同一の情報を持った外部記録媒体は他に存
在しない。また、この情報は読み取ることはできても、書き換えることができない情報で
ある。
【００３７】
　記録領域３０４は、通信処理部３０２がデータ管理装置１０１から受け取ったデータを
カード制御部３０３の指示に従って記録保存する。また、データ管理装置１０１から記録
保存されたデータの読み出し要求があった場合、記録領域３０４に記録されているデータ
は、カード制御部３０３の制御により通信処理部３０２を経由してデータ管理装置１０１
に送信される。
【００３８】
　また、データ管理装置１０１からすでに記録保存されたデータに対する改変、削除を要
求された場合、記録領域３０４に記録されているデータは、カード制御部３０３の制御に
より改変、削除される。本実施の形態では、記録領域３０４はフラッシュメモリなどの半
導体メモリである。
次に、データ管理装置１０１の各構成部等の機能について説明する。
【００３９】
　アンテナ２０１は、放送局から送信された映像圧縮データ及び音声圧縮データを含むデ
ジタル放送信号（デジタルデータストリーム）を受信する。
【００４０】
　チューナ２０２は、アンテナ２０１によって受信された全てのチャンネルの放送信号の
中から、利用者によって指定された特定のチャンネルの放送信号（特定の周波数の、多重
化された放送信号の中から抽出された１つの放送信号）を取り出す。復調部２０３は、チ
ューナ２０２によって取り出されたデジタル放送信号をベースバンド信号に復調し、トラ
ンスポートストリーム（以下、「ＴＳ」という。）を生成し、ＴＳデコーダ２０４に出力
する。
【００４１】
　ＴＳデコーダ２０４は、ＴＳをデコードする。放送信号には圧縮された映像データ及び
音声データ、伝送制御信号、放送番組の選択を容易にする番組配列情報（ＳI：Service I
nformation）そしてデータ放送用のデータがＴＳとして多重化されている。この多重化さ
れたＴＳは誤り訂正符号化された後、スクランブルされて伝送される。ＴＳデコーダ２０
４は、復調部２０３から供給されたＴＳをデスクランブル、誤り訂正復号化した後、多重
化された映像圧縮データ、音声圧縮データ、伝送制御信号、ＳＩ及びデータ放送用のデー
タを分離する。そしてそれらをコンテンツ圧縮データとして圧縮／伸長部２０５へ伝送す
る。
【００４２】
　また、ＴＳデコーダ２０４は、デスクランブル、誤り訂正復号化した後の指定された特
定チャンネルのＴＳ（指定されたチャンネルに関するパケットＩＤ（ＰＩＤ）を有する映
像圧縮データ、音声圧縮データ、伝送制御信号、ＳＩそしてデータ放送用データの多重化
ＴＳ：以下、「特定チャンネル多重化ＴＳ」という。）を記録領域２０８へ伝送する。
【００４３】
　特定チャンネル多重化ＴＳが記録領域２０８へ伝送される場合、特定チャンネル多重化
ＴＳをＴＳデコードして得られる映像圧縮データ、音声圧縮データ、伝送制御信号、ＳＩ
及びデータ放送用のデータをコンテンツ情報抽出部２１１へ伝送する。なお、本実施の形
態では、データ管理装置１０１が受信するデジタル信号ストリームはＭＰＥＧ２－ＴＳ形
式のストリームである。
【００４４】
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　圧縮／伸長部２０５は、ＴＳデコーダ２０４から供給されたコンテンツ圧縮データをデ
コードし、映像データと音声データを再生処理部２０６へ伝送する。または、ＴＳデコー
ダ２０４から供給された、コンテンツ圧縮データをデコードした映像データと音声データ
とを再エンコードしコンテンツ圧縮データとして出力する。
【００４５】
　なお、この場合、再エンコードは、エンコード前の映像データおよび／あるいは音声デ
ータよりも低品位な映像データおよび／あるいは音声データの圧縮データにエンコードす
る。例えば、デコードされた映像データおよび／あるいは音声データを低解像度変換ある
いは低サンプリングした後、低い符号化ビットレートでエンコードする。あるいは、同一
解像度あるいは同一サンプリングでも高い圧縮率（より低い符号化ビットレート）でエン
コードする。更に、この場合、再エンコードに供給されるコンテンツ圧縮データは、記録
領域２０８に記録された前記特定チャンネル多重化ＴＳをＴＳデコーダ２０４でデコード
したものである。
【００４６】
　再生処理部２０６は圧縮／伸長部２０５でデコードされたコンテンツを受け取り、デジ
タル信号またはアナログ信号として出力する。映像データはディスプレイ２１５に出力し
、音声データはスピーカ２１６に出力する。
【００４７】
　ＲＯＭ領域２０７は、データ管理装置１０１の固有情報を保持しており、その固有情報
は、他の記録再生装置へデジタルデータを伝送する場合、通信処理部２０９を介して行わ
れる機器間の相互認証のＩＤとして使用される。
【００４８】
　記録領域２０８は、上述のように第１の記録媒体の一例であり、受信されたコンテンツ
を管理するための情報とコンテンツそのものとを蓄積する記録媒体である。なお、本実施
の形態においては、記録領域２０８はハードディスクドライブである。
【００４９】
　図５は、データ管理装置１０１が受信したデジタル放送信号を記録領域２０８に記録す
る際のデータ形式を示す図である。
【００５０】
　記録領域２０８は、図５（ａ）に示すように、受信されたコンテンツを管理するための
情報を蓄積するデータ管理領域７０１とコンテンツそのものを蓄積するデータ領域７０２
とからなる。記録領域２０８は蓄積と合わせて、必要に応じて読み出し編集も行うことが
できる。
【００５１】
　データ管理領域７０１には、図５（ｂ）に示すように、データ領域７０２に蓄積された
データに関連した一連の管理情報が配置されている。例えば、コンテンツ情報抽出部２１
１から受け取ったコンテンツの番組内容に関する番組情報、コンテンツ制御部２１０によ
って制御されたコンテンツの再生情報そして受信コンテンツが記録領域２０８に蓄積され
た際の記録時間や記録サイズなどである。
【００５２】
　他方、データ領域７０２には、図５（ｃ）に示すように、ＴＳデコーダ２０４から受け
取った受信コンテンツ（特定チャンネルの多重化ＴＳ）がクラスタ単位で蓄積されている
。
【００５３】
　記録領域２０８のコンテンツに対して読み出し要求があった場合、蓄積されていたコン
テンツをＴＳデコーダ２０４、コンテンツ制御部２１０、コンテンツ情報抽出部２１１あ
るいは通信処理部２０９へ出力する。
【００５４】
　記録領域２０８のデータ管理領域７０１に記録されるコンテンツの具体的な管理情報に
ついて、図５（ｂ）を用いて説明する。
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【００５５】
　コンテンツの管理情報は、コンテンツ番号７１０、ジャンル７１１．タイトル７１２、
記録日７１３、記録時間７１４、記録サイズ７１５、形式７１６、ファイル属性８００、
データクラスタ番号７２１、ムーブデータクラスタ番号７２２から構成されている。なお
、ファイル属性８００は、さらに再生７１８、コピー７１９そしてムーブ７２０の、ファ
イルの状況示すファイル属性から構成されている。なお、これら管理情報は、ディスプレ
イ２１５に出力され、ユーザに対し表示されるが、ディスプレイ２１５に表示された場合
の一例をそれら配置の下に示す。ディスプレイ２１５の具体的な表示例については図１０
から図１５を用いて後述する。
【００５６】
　また、以下で言うムーブとは、特に記載のない限り、記録領域２０８に記録されている
オリジナルコンテンツを削除することなく再生不能化しそのまま蓄積しておき、オリジナ
ルコンテンツを変換・圧縮し、オリジナルコンテンツと同じ内容のコンテンツである関連
コンテンツとして外部記録媒体に記録させることをさす。
【００５７】
　コンテンツ番号７１０は、ここには表示されてない乱数発生器によって、コンテンツ記
録時に自動的にランダム生成されるコンテンツ固有のＩＤ番号である。このＩＤの数値は
、コンテンツを外部記録媒体３０１へ圧縮／伸長部２０５で再エンコード（例えば、解像
度変換してＭＰＥＧ－２で再圧縮符号化）してムーブする場合に利用できるようにする。
【００５８】
　具体的には、ＭＰＥＧ－２のシーケンス層に、シーケンス拡張コードのユーザ用データ
（８ビットの整数倍で記述される）を追加する。例えば、コンテンツ番号７１０を００１
０１１１０で記述しユーザ用データとして、コンテンツデータと一緒に圧縮する。後述す
るが、ユーザ用データとして記述されたコンテンツ番号７１０は逆ムーブ時に圧縮コンテ
ンツデータと一緒にデコードされるため、逆ムーブによってデコードされたこのコンテン
ツ番号が、記録領域２０８のムーブによって再生不能にしておいたコンテンツのコンテン
ツ番号７１０と一致するかどうかの判定に使用できる。すなわち、逆ムーブされたコンテ
ンツが本当にムーブしたコンテンツであるか否かを判定できる。
【００５９】
　ジャンル７１１は、コンテンツ情報抽出部２１１で抽出されたＴＳの番組配列情報（Ｓ
Ｉ：Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のイベント情報テーブル（ＥＩＴ：Ｅｖ
ｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）のコンテンツ記述子（ｃｏｎｔｅｎｔ＿
ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ）から読み出した番組ジャンルを示した数値を記録したものである
。例えば、映画であれば０ｘ６である。ＥＩＴについては図６を用いて後述する。また、
ＥＩＴのコンテンツ記述子で指定される番組ジャンルについては後述の図８に示す。
【００６０】
　タイトル７１２は、同じくコンテンツ情報抽出部２１１で抽出されたＴＳのイベント情
報テーブル（ＥＩＴ）の短形式イベント記述子（ｓｈｏｒｔ＿ｅｖｅｎｔ＿ｄｅｃｒｉｐ
ｔｏｒ）から読み出した番組タイトルを示した数値（８ビットの整数倍）を記録したもの
である。なお、数値から文字への変換は指定の言語コードと文字情報を使って変換される
。
【００６１】
　記録日７１３は、記録領域２０８で受信したコンテンツを記録開始した年月日をここで
は図示されない内部時計から読み出して数値化し記録したものである。
【００６２】
　記録時間７１４は、同じく記録領域２０８で受信したコンテンツの記録開始時刻と記録
終了時刻をここでは図示されない内部時計から読み出し、ここでは図示されない演算回路
によって記録時間を算出して記録したものである。
【００６３】
　記録サイズ７１５は、記録領域２０８でデータ領域７０２に記録したコンテンツデータ
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のクラスタ数をカウントしここでは図示されない演算回路によって算出して記録したもの
である。
【００６４】
　形式７１６は、コンテンツ情報抽出部２１１で抽出されたＴＳのＥＩＴのコンポーネン
ト記述子（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ）から読み出した受信番組のコン
ポーネント内容とコンポーネント種別の数値を記録したものである。例えば、映像１０８
０ｉ、アスペクト比１６：９そしてパンベクトルありの場合、コンポーネント内容は０ｘ
０１でコンポーネント種別は０ｘＢ２である。ＥＩＴのコンポーネント記述子で指定され
る映像品質とアスペクト比については後述の図７に、その例を示す。
【００６５】
　ファイル属性８００の再生７１８は、再生可（再生○）あるいは再生不可（再生×）を
示す情報を記録したものである。受信記録したコンテンツがムーブされていない場合、コ
ンテンツは再生可能であり、コンテンツをファイルとして見た場合そのファイル属性は読
み出し可のモードとして属性記録される。再生不可の場合は、ファイル属性は読み出し不
可モードとして属性記録される。また、一旦記録したコンテンツは消去コマンドを発行し
ない限り上書き禁止モードとして属性記録される。
【００６６】
　なお、コンテンツの再生可あるいは再生不可を判定して属性記録する手段は、コンテン
制御部２１０の指示によって記録領域２０８に蓄積されているコピーワンスのコンテンツ
がムーブされたか否かによる。または、記録領域２０８からムーブしたコンテンツが逆ム
ーブされたか否かによる。すなわち、記録領域２０８の受信したコピーワンスのコンテン
ツをムーブした場合、再生可モードから再生不可モードに属性は変更され、逆にムーブさ
れた先から記録領域２０８へ逆ムーブされた場合、再生不可モードから再生可モードへ属
性は変更される。なお、再生７１８のモードは、例えば、１ビットで数値化し、再生可モ
ードは０、再生不可モードは１とすればよい。
【００６７】
　ファイル属性８００のコピー７１９は、コピー可（コピー○）あるいはコピー不可（コ
ピー×）を示す情報を記録したものである。コピー７１９にはコンテンツ情報抽出部２１
１で抽出されたＴＳのＰＭＴにあるデジタルコピー記述子のデジタルコピー制御情報（ｄ
ｉｇｉｔａｌ＿ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ＿ｃｏｎｔｒｏｌ＿ｄａｔａ）が記録される。図１で
示されるように、受信したコンテンツが１世代のコピー可のコピーワンスコンテンツでは
「１０」が記録され、コピー不可の表示に対応する。また、制約条件なしコピー可のコン
テンツでは「００」と記録され、コピー可の表示と対応する。なお、コピー７１９に記録
された数値から表示への変換はコンテンツ情報出力部２１２で実行される。
【００６８】
　ファイル属性８００のムーブ７２０は、ムーブを示す情報を記録したものである。受信
記録したコンテンツがコピーワンスのコンテンツであって、それがムーブされている場合
、コンテンツは「ムーブあり」の表示に対応する値が割り当てられる。また、ムーブされ
ていない場合ムーブが可能なので「ムーブ○」の表示に対応する値が割り当てられる。更
に、受信記録したコンテンツの一部、例えば、コンテンツの後半をムーブした場合、「一
部ムーブあり」の表示に対応する値が割り当てられる。また、受信記録したコンテンツが
コピー禁止（デジタルコピー制御情報が「１１」）の場合、ムーブも禁止されているので
「ムーブ×」の表示に対応する値が割り当てられる。従って２ビットの値で、上記「ムー
ブあり」、「一部ムーブあり」、「ムーブ○」そして「ムーブ×」を記録できる。
【００６９】
　データクラスタ番号７２１は、記録領域２０８のデータ領域７０２に記録したコンテン
ツの実体データが配置されたクラスタ番号が記録されている。なお、クラスタ番号が連続
する一連のクラスタからなるときは、先頭クラスタ番号と連続するクラスタの数を指定し
て記録してもよい。
【００７０】
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　ムーブデータクラスタ番号７２２は、記録領域２０８の受信記録したコンテンツがムー
ブされた場合、データ領域７０２でムーブされた実体データ（実際には実体データがムー
ブされているわけではなく、実体データに対応した関連コンテンツのデータがムーブされ
る）が配置されているクラスタ番号が記録されている。なお、クラスタ番号が連続する一
連のクラスタについては、先頭クラスタ番号と連続するクラスタの数を指定して記録して
もよい。
【００７１】
　以上、データ管理領域７０１に記録されている情報は、ユーザから直接アクセスはでき
ず、データ管理装置１０１で管理のもとユーザに理解できる内容に変換され表示される。
また、コンテンツ番号７１０、データクラスタ番号７２１そしてムーブデータクラスタ番
号７２２に記録された情報は、ユーザには表示出力されない。
【００７２】
　図５（ｃ）は、データ領域７０２に記録されているコンテンツデータの配置を示す概念
図である。図５（ｃ）においてドットで示されるクラスタ番号００３３～００４０、及び
、００５５～００６０のクラスタには、コンテンツデータが記録されていることを示す。
【００７３】
　ここで、コンテンツデータとは、番組の画像、音声、データ放送用のデータ、伝送制御
情報、及びＳＩが多重化されたＴＳである。また、ムーブされた後のコンテンツであれば
、暗号化されたＴＳとなる。
【００７４】
　なお、データ管理領域７０１とデータ領域７０２のデータの配置構造は、ＦＡＴ（Ｆｉ
ｌｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）あるいはＵＤＦ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｄｉ
ｓｋ　Ｆｏｒｍａｔ）といった既存のファイルシステムを利用したものであってもよい。
また、データ管理領域７０１で管理する情報としてさらに詳細な番組内容などを記録して
も良い。あるいは逆に、情報をもっと絞り込んで記録しても良い。また、本実施の形態で
は、データ管理情報の一部（タイトル名や、ジャンル、形式など）は受信した放送信号か
ら抽出された場合を示したが、ここでは表示されないモデムを介して、放送と連動したイ
ンターネットからダウンロードしたものを使用してもよい、また、ユーザが直接、入力キ
ー２１３から書き込んでもよい。
【００７５】
　通信処理部２０９は、本発明のコンテンツ管理装置における出力手段の一例であり、外
部記録媒体３０１の通信処理部３０２との間で、データ、制御信号、電力などの伝送を行
うＩ／Ｆである。なお、このＩ／Ｆでデジタルデータを伝送するときにはコンテンツ保護
可能なデジタル接続規格を満足する必要がある。例えば，ＤＴＣＰなどに基づいて認証さ
れ、データの入出力は暗号化などにより偽造や盗難することができない経路を確保できる
ものである。
【００７６】
　コンテンツ制御部２１０は、本発明のコンテンツ管理装置における再生不能化手段、再
生可能化手段、及び第２消去手段の有する機能を実現する処理部の一例である。コンテン
ツ制御部２１０は、コンテンツのムーブおよび逆ムーブ（ムーブバック）に関係したコン
テンツの再生不能化、再生可能化（再生復活）、及び、外部記録媒体３０１に記録されて
いるコンテンツ等の消去を行う。
【００７７】
　コンテンツをムーブする場合、すなわち、記録領域２０８に記録されたコピーワンスの
コンテンツを圧縮／伸長部２０５で低品位なコンテンツ圧縮データに変換して外部記録媒
体３０１へムーブする場合、コンテンツ制御部２１０は、記録領域２０８に記録されたコ
ピーワンスのコンテンツを再生不能化する。
【００７８】
　他方、ムーブしたコンテンツを逆ムーブする場合、すなわち、ムーブ先の外部記録媒体
３０１から逆にムーブ元のデータ管理装置１０１へ、低品位なコンテンツを逆ムーブした
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場合、コンテンツ制御部２１０は、記録領域２０８の再生不能化して保持しておいたコン
テンツを再生可能化（再生復活）する。
【００７９】
　本実施の形態では、コンテンツ制御部２１０が、上記コンテンツの再生不能化と再生可
能化を、暗号化／復号化によって実現する場合を説明する。
【００８０】
　まず、コンテンツをムーブする場合、コンテンツ制御部２１０は以下の処理を実行ある
いは制御することで、ムーブ元のコンテンツを再生不能化する。
【００８１】
　ＲＯＭ領域２０７から読み出したデータ管理装置１０１の固有情報と、外部記録媒体３
０１から読み出した固有情報とを用いてセキュアな情報が確保できるかどうか認証を行う
。
【００８２】
　データ管理装置１０１の記録領域２０８に記録されているコンテンツから、ムーブする
コンテンツ（以下、「コンテンツＡ」という。）が選択されると、コンテンツＡを特定す
るコンテンツ番号をデータ管理領域７０１のコンテンツ番号７１０から読み出す。そして
読み出されたコンテンツ番号を圧縮／伸長部２０５へ供給する。
【００８３】
　また、コンテンツＡに対応したデータ領域７０２のコンテンツＡのデータ（以下、「Ｔ
ＳコンテンツＡ」という。）を読み出す。そして、読み出したＴＳコンテンツＡをＴＳデ
コーダ２０４へ供給する。更に、ここで実際に読み出したＴＳコンテンツＡのデータのク
ラスタ番号を、データ管理領域７０１のムーブデータクラスタ番号７２２に書き込む。
【００８４】
　ＴＳデコーダ２０４でＴＳ分離された映像と音声のＰＥＳ（Ｐａｃｋｅｔｉｚｅｄ　Ｅ
ｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｓｔｒｅａｍ）データ（以下、「コンテンツ圧縮データＡ」という
。）を、圧縮／伸長部２０５で一旦伸長させ、ベースバンドの映像データと音声データに
する。
【００８５】
　前記ベースバンドの映像データと音声データに、前記記録領域２０８から読み出したコ
ンテンツ番号を追加して圧縮／伸長部２０５へ供給する。このとき、コンテンツ番号は、
ＭＰＥＧ－２で圧縮する場合、例えば、シーケンス層にあるシーケンス拡張コードのユー
ザ用データとして追加する。
【００８６】
　前記ベースバンドの映像データと音声データを、圧縮／伸長部２０５で、現在よりも低
い解像度あるいは低い符号化ビットレートのコンテンツとして再圧縮させ、コンテンツ圧
縮データＢを生成する。コンテンツ圧縮データＢは、本発明のコンテンツ管理装置におけ
る関連コンテンツの一例である。
【００８７】
　更に、暗号化のための鍵となるタイトルキーをランダムに自動生成し、そのタイトルキ
ーを利用してコンテンツ圧縮データＢを暗号化する（この暗号化されたコンテンツ圧縮デ
ータＢを、以下、「暗号化コンテンツ圧縮データＢ」という。）。また、記録領域２０８
のムーブ指定されたコンテンツＡのＴＳデータを同じくタイトルキーで暗号化する（この
暗号化されたコンテンツ圧縮データＡを、以下、「暗号化ＴＳコンテンツＡ」という。）
。
【００８８】
　なお、暗号化ＴＳコンテンツＡは、正確にはデータ管理領域７０１のコンテンツＡのム
ーブデータクラスタ番号７２２に書き込まれたクラスタ番号のデータを暗号化したもので
ある。これは、ムーブしたデータ（コンテンツ圧縮データＢ）に対応するコンテンツＡの
データを暗号化することを意味する。例えば、ムーブするため読み出したデータが、実際
にはコンテンツＡの一部であった場合、そのデータ（コンテンツＡの一部）がコンテンツ
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圧縮データＢとしてムーブされるため、実際に読み出されたコンテンツＡのデータ部分の
みが暗号化されたことになる。後述される「一部ムーブあり」と表示されるものに相当す
る。
【００８９】
　外部記録媒体３０１から固有情報を取得し、この固有情報を利用して、上述のタイトル
キーを暗号化する。この暗号化されたタイトルキー（以下、「暗号化タイトルキー」とい
う。）と暗号化コンテンツ圧縮データＢとを外部記録媒体３０１へコピーする。
【００９０】
　なお、暗号化タイトルキーのコピーは、コピーを行う機器とメディア間あるいは機器間
の秘匿領域（ユーザがアクセスできない領域）で行い、暗号化タイトルキーだけをユーザ
が勝手にコピーすることはできない。
【００９１】
　暗号化タイトルキーと暗号化コンテンツ圧縮データＢを外部記録媒体３０１へコピーす
ると同時にデータ管理装置１０１の暗号化タイトルキー、暗号化コンテンツ圧縮データＢ
そして取得した外部記録媒体３０１の固有情報を削除する。これによって記録領域２０８
の暗号化ＴＳコンテンツＡは復号化できず再生不能化される。また、外部記録媒体３０１
には暗号化コンテンツ圧縮データＢがコピーされムーブと等価な仕組みが保たれる。
【００９２】
　次に、ムーブしたコンテンツを逆ムーブする場合、コンテンツ制御部２１０は以下の処
理を実行あるいは制御することで、ムーブ元のコンテンツを再生可能化する。
【００９３】
　ＲＯＭ領域２０７から読み出したデータ管理装置１０１の固有情報と、外部記録媒体３
０１から読み出した固有情報とを用いてセキュアな情報が確保できるかどうか認証を行う
。
【００９４】
　外部記録媒体３０１から暗号化タイトルキーを取得する。同時に、外部記録媒体３０１
から外部記録媒体３０１の固有情報を取得する。
【００９５】
　外部記録媒体３０１から取得した暗号化タイトルキーを、同じく外部記録媒体３０１か
ら取得した固有情報を用いて復号化したタイトルキー（復号化タイトルキーとする）を生
成する。
【００９６】
　外部記録媒体３０１から暗号化コンテンツ圧縮データＢを読み出す。読み出した暗号化
コンテンツ圧縮データＢを前記復号化タイトルキーで復号化する。復号化されたコンテン
ツ圧縮データＢを圧縮／伸長部２０５でデコードさせ、デコードされたコンテンツ圧縮デ
ータＢの中からユーザ用データとして追加されたコンテンツ番号を読み出す。
【００９７】
　記録領域２０８のデータ管理領域７０１からコンテンツ番号を読み出す。
　データ管理領域７０１から読み出したコンテンツ番号のなかに圧縮／伸長部２０５でデ
コーデされたコンテンツ番号と一致するコンテンツ番号があるかどうか判定する。
【００９８】
　圧縮／伸長部２０５でデコーデされたコンテンツ番号と一致するコンテンツ番号がデー
タ管理領域７０１から見つかったら、そのコンテンツ番号と一緒にセットされたデータ管
理領域７０１のムーブデータクラスタ番号７２２からムーブされたデータ（暗号化ＴＳコ
ンテンツＡのデータであったとする）のクラスタ番号を読み出す。
【００９９】
　読み出されたムーブされたデータのクラスタ番号にもとづいて暗号化ＴＳコンテンツＡ
のデータを読み出す。そして、読み出された暗号化ＴＳコンテンツＡのデータを復号化タ
イトルキーで復号化する。
【０１００】
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　暗号化ＴＳコンテンツＡのデータが復号化されたら外部記録媒体３０１の暗号化タイト
ルキーと暗号化コンテンツ圧縮データＢを削除する。そして記録領域２０８のデータ管理
領域７０１にあるコンテンツＡのムーブデータクラスタ番号７２２のクラスタ番号を削除
する。
【０１０１】
　以上の処理によって、記録領域２０８の前記暗号化ＴＳコンテンツＡは復号化され再生
可能化される。また、外部記録媒体３０１の暗号化コンテンツ圧縮データＢは削除され、
ムーブと等価な仕組みが保たれる。
【０１０２】
　本実施の形態ではコンテンツの再生不能化および再生可能化を、暗号化／復号化で実施
している。この暗号化と復号化のプロセスについては特に限定はしない。また、再生不能
化によってコンテンツの再生を完全にできなくすることができ、かつ、再び再生可能とさ
せることが保障できる手法であれば、暗号を用いない他の手法を用いても構わない。
【０１０３】
　コンテンツ情報抽出部２１１は、ＴＳデコーダ２０４からＰＥＳ化された映像圧縮デー
タ、音声圧縮データ、伝送制御信号、ＳＩ及びデータ放送用のデータのうち、伝送制御信
号とＳＩをフィルタし、コンテンツのタイトル、ジャンルそしてコピー制御情報などコン
テンツに関する情報を抽出する。抽出した前記コンテンツに関する情報は記録領域２０８
のデータ管理領域７０１へ供給される。
【０１０４】
　前記コンテンツのタイトル、ジャンルそしてコピー制御情報などの抽出は、ＳＩ（番組
配列情報）および伝送制御信号から取り出す。
【０１０５】
　図６は、ＳＩから抽出するＥＩＴ（Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ
）とその記述子を示す図である。図６に示すように、ＥＩＴの短形式イベント記述子には
番組名および番組の簡単な内容を示したものが記述されている。また、拡張形式イベント
記述子には番組の詳細内容を項目毎に示したものが記述されている。また、コンポーネン
ト記述子には番組を構成している各コンポーネントの情報、例えば、図７のテーブルに示
される映像品質（１０８０ｉ、７２０ｐ、４８０ｐ、４８０ｉなどのタイプ）やアスペク
ト比を示したものが記述されている。更に、コンテンツ記述子には、図８に示される、番
組のジャンルについて示したものが記述されている。
【０１０６】
　また、伝送制御信号のＰＭＴに配置されたデジタルコピー制御記述子には、図１に示す
放送コンテンツのコピー世代を制御するデジタルコピー制御情報が記述されている。
【０１０７】
　また、コンテンツ情報抽出部２１１は、前記コンテンツ制御部２１０で記録領域２０８
に記録されているコピーワンスのコンテンツを再生不能化あるいは再生可能化したことで
、前記コンテンツが変換されて外部へムーブされているかいなかと言った情報（ムーブの
有無）を判定し、記録領域２０８のデータ管理領域７０１にあるファイル属性８００のム
ーブ７２０のモードを変更する。具体的には、データ管理領域７０１にあるムーブデータ
クラスタ番号７２２のデータの有無をチェックし、ムーブされたデータのクラスタ番号の
データがあればムーブ７２０のモードは「ムーブあり」でムーブができないコードに変更
する。そうでなければムーブなしでムーブ可能な状態（ムーブ○）で表示されるコードに
変更する。
【０１０８】
　なお、ムーブ７２０のモードが「ムーブあり」の場合、ムーブデータクラスタ番号７２
２のデータはコンテンツのすべてのデータクラスタ番号を書き込んだデータクラスタ番号
７２１のデータと比較され、データクラスタ番号７２１のデータがムーブデータクラスタ
番号７２２のデータとすべて一致しなければ、すなわち、データクラスタ番号７２１のデ
ータのいくつかがムーブデータクラスタ番号７２２の中で欠けていれば、コンテンツの一
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部がムーブされたと判定し、ムーブ７２０のモードを「ムーブ一部あり」に変更する。
【０１０９】
　また、コンテンツ情報抽出部２１１は、記録領域２０８に記録されているデータ管理領
域７０１におけるコンテンツのジャンル７１１、タイトル７１２、記録日７１３、記録時
間７１４、記録サイズ７１５、形式７１６、ファイル属性８００からデータを読出し、コ
ンテンツ情報出力部２１２へ供給する。
【０１１０】
　コンテンツ情報出力部２１２は、コンテンツ情報抽出部２１１から受け取ったコンテン
ツのデータ管理情報に関するデータ（以下、「コンテンツの属性情報」という。）を、デ
ィスプレイ２１５へ表示できるように信号に変換する。そして変換された信号をディスプ
レイ２１５へ出力する。
【０１１１】
　コンテンツ情報抽出部２１１から受け取ったコンテンツの属性情報は、実際には属性情
報を示す数値であるので、コンテンツ情報出力部２１２は、その属性情報をディスプレイ
２１５へ表示できるよう、文字データに変換するテーブルとそれを信号として生成する機
能を備えている。例えば、コンテンツのジャンル７１１のデータが「０ｘ６」であれば「
映画」であり、形式７１６のデータが（「０ｘ０１」、「０ｘＢ２」）であれば「ＨＤ」
、ファイル属性８００のコピー７１９のデータが「１０」あるいは「１１」であれば「コ
ピー×」であるといったような変換テーブルを用意してある。
【０１１２】
　コンテンツ消去部２１４は、本発明のコンテンツ管理装置における第１消去手段の一例
であり、記録領域２０８に記録されているムーブされたデータで再生不能な（暗号化され
た）コピーワンスのコンテンツを消去する再生不能化コンテンツ消去コマンドを記録領域
２０８へ出力する。コンテンツの消去は、コンテンツを管理するデータ管理領域７０１の
管理情報を消去することで行なわれる。
【０１１３】
　ここで、管理情報を消去する際、再生不能化されたコピーワンスのコンテンツのファイ
ルは、上書き禁止モードに設定されているため、一旦、上書き禁止モードを解除した後に
、管理情報の消去が行なわれる。
【０１１４】
　管理情報を消去することで、コンテンツの実体データを特定する情報はなくなり、実体
データは暗号化されたまま空のデータ領域として認識される。また、コンテンツの実体デ
ータを徹底的に消去するため、実体データが記録されているデータ領域７０２のデータの
上に、乱数で発生した数値を上書きしてもよい。
【０１１５】
　入力キー２１３は、記録領域２０８に記録されている再生不能化されたコンテンツの属
性情報を表示する指示を入力するためのキーと、記録領域２０８に記録されている再生不
能化コンテンツを消去する指示を入力するためのキーを含む、データ管理装置１０１に付
属した操作入力キーである。このキー入力は、ユーザの操作によってなされる。
【０１１６】
　なお、入力キー２１３は、データ管理装置１０１に付属したリモコンのキーであっても
よい。
【０１１７】
　図９は、入力キー２１３の有する機能を実現する機器の一例であるリモコン９００の外
観を示す図である。図９に示すように、リモコン９００はメニューキー９０１、ディスプ
レイ２１５に表示される選択画面と連動する選択方向キー９０２、そして選択を決定する
決定キー９０３を含んでいる。
【０１１８】
　リモコン９００のキーを操作することで、記録領域２０８に記録されているコンテンツ
の属性情報はコンテンツ情報抽出部２１１から抽出され、コンテンツ情報出力部２１２に
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よってディプレイ２１５に表示される。
【０１１９】
　以下、ユーザがリモコン９００のキーを操作することにより、ディプレイ２１５に表示
されるコンテンツの属性情報の表示例を、図１０から図１５を用いて説明する。
【０１２０】
　図１０は、コンテンツの属性情報をデータ管理装置１０１が出力し、メニュー形式でデ
ィスプレイ２１５に表示する手順を示す図である。
【０１２１】
　ユーザがリモコン９００のメニューキー９０１を押すと、図１０（ａ１）あるいは図１
０（ｂ１）の総合メニューをディプレイ２１５に表示する。
【０１２２】
　ユーザが総合メニューの３番目「録画ファイルメニュー」に選択バーをリモコン９００
の選択方向キー９０２を用いて移動させ、決定キー９０３でその選択を決定すると、図１
０（ａ２）あるいは図１０（ｂ２）の録画ファイルメニューをディプレイ２１５に表示す
る。なお、前記録画ファイルメニューの図１０（ａ２）と図１０（ｂ２）との違いは、記
録領域２０８に記録されているすべてのファイル（コンテンツ）を表示する図１０（ａ２
）か、再生可能なファイル（コンテンツ）のみを表示する図１０（ｂ２）かの違いである
。
【０１２３】
　図１０（ａ２）に示すように再生不能なコンテンツまで再生可能なコンテンツと一緒に
して表示すると、ユーザが間違った操作をする可能性がある。例えば、ムーブして再生不
能にしたコンテンツを選択し、再生しようとしても再生できないのでユーザが混乱する心
配がある。一方、図１０（ｂ２）のように、まず再生可能なファイルのみを表示しておき
、次に図１０（ｂ３）のようにムーブして再生不能なコンテンツについては「ムーブファ
イルメニュー表示」の選択ボタンを更に選択してもらい、そして図１０（ｂ４）のように
ムーブされたファイルのみを表示してもよい。
【０１２４】
　なお、録画ファイルメニューには、ムーブ（あるいはムーブバック）、消去そしてコピ
ーといった操作入力ボタンを表示しておく。
【０１２５】
　この録画ファイルメニューにおいて、ユーザによりリモコン９００の選択方向キー９０
２が操作され、表示されているファイル（コンテンツ）の中から選択が行なわれる。更に
、いずれかの操作入力ボタンに選択バーが移動され、決定キー９０３が押される。決定キ
ー９０３が押されると、データ管理装置１０１は、押された操作入力ボタンに対応し、選
択したファイル（コンテンツ）をムーブ（あるいはムーブバック）、消去またはコピーす
る。
【０１２６】
　記録領域２０８に記録されているコンテンツがムーブ、逆ムーブそして消去された場合
のコンテンツの属性情報表示について、図１１から図１５に示す具体例を用いて更に説明
する。
【０１２７】
　図１１は、記録領域２０８に記録されているすべてのコンテンツの属性情報が表示され
た例を示す図である。これらコンテンツの属性情報は記録領域２０８のデータ管理領域７
０１のデータからコンテンツ情報抽出部２１１が表示すべきデータを抽出し、コンテンツ
情報出力部２１２でディプレイ２１５に表示できるよう画像信号に変換して出力したもの
である。
【０１２８】
　なお、図１１は、コンテンツのムーブがなされていない状態を示している。但し、１番
目から６番目のコンテンツはコピーワンス（デジタルコピー制御情報が「１０」）のコン
テンツであり、７番目のコンテンツはコピーフリー（デジタルコピー制御情報が「００」
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）のコンテンツである場合を示している。すなわち、コンテンツのファイル属性を示す備
考の表示は、１番目から６番目のコピーワンスのコンテンツでは再生可「再生○」／再コ
ピー禁止「コピー×」／ムーブ可「ムーブ○」と表示され、コピーフリーのコンテンツで
は再生可「再生○」／コピー可「コピー○」と表示される。なお、コピーフリーのコンテ
ンツではムーブ処理しなくともコピーできるのでムーブの表示がない。
【０１２９】
　図１２は、図１１のコンテンツについて、上述の定義どおりのムーブ、つまり、変換・
圧縮を伴うムーブである変換ムーブ、あるいは変換・圧縮の伴わないムーブ（図１２の説
明において、変換ムーブと区別するために「通常のムーブ」という。）を選択した場合（
図１２（ａ））、その結果としてコンテンツの属性情報、とくにファイル属性に相当する
備考の欄の、再生、コピーそしてムーブの表示が変更されていることを示す図である（図
１２（ｂ））。
【０１３０】
　この場合、変換ムーブされたコンテンツは備考で示される再生は不可となり「再生×」
、また、ムーブされているので「ムーブあり」に変更される。これに対し、通常のムーブ
は、完全なコンテンツの移動なので、通常のムーブが行われた図１２（ａ）の４番目のニ
ュースは削除されてしまい、図１２（ｂ）では表示されない。
【０１３１】
　図１３は、上述の図１０（ａ２）と図１０（ｂ４）に示す録画メニューの表示例を示す
図である。図１３（ａ）は図１０（ｂ２）に対応し、再生可能なコンテンツのみを表示さ
せた場合であり、再生可能で「再生○」、ムーブも可能で「ムーブ○」を示している。他
方、図１３（ｂ）は図１０（ｂ４）に対応し、ムーブ（変換ムーブ）によって再生不能化
されたコンテンツのみを表示させた場合であり、再生不可を意味する「再生×」、変換ム
ーブがなされたことを意味する「ムーブあり」を示している。なお、コンテンツの一部の
みを変換ムーブした場合は、「再生一部可」で「ムーブ一部あり」であるため、図１３（
ａ）と図１３（ｂ）の両方に表示されている。
【０１３２】
　図１４は、コンテンツを逆ムーブする際の表示例を示す図である。図１４（ａ）は、記
録領域２０８のすべてのコンテンツの属性情報を表示した際（図１０（ａ２）に相当）に
、５番目のコンテンツを選択し逆ムーブのムーブバックボタンを選択したことを示してい
る。そして、図１４（ｂ）は逆ムーブされた結果として５番目のコンテンツの備考の表示
が「再生○」、ムーブ可能の「ムーブ○」に変更されていることを示している、
　図１５は、コンテンツを削除する際の表示例を示す図である。図１５（ａ）は、記録領
域２０８のすべてのコンテンツの属性情報を表示した際に（図１０（ａ２）に相当）に、
１番目と３番目のコンテンツを選択し消去ボタンを選択したことを示している。そして、
図１５（ｂ）は消去された結果として図１５（ａ）の１番目と３番目のコンテンツが削除
され表示されていないことを示している。
【０１３３】
　図１４と図１５では、記録領域２０８のすべてのコンテンツの属性情報を表示した場合
（図１０（ａ２）に相当）の表示例を示したが、ムーブして再生不能化されたコンテンツ
について、逆ムーブや消去を間違いなく表示し選択操作する場合には、図１０（ｂ２）、
（ｂ３）そして図１０（ｂ４）のような表示のステップを踏んだ方がよい。
【０１３４】
　次に、本実施の形態のデータ管理装置１０１及び外部記録媒体３０１が、コピーワンス
のコンテンツの記録、ムーブ及び逆ムーブを行う際の動作を、各動作の流れを示す図であ
る図１６から図１８を用いて説明する。
【０１３５】
　図１６は、データ管理装置１０１が受信したデジタル放送信号を再生もしくは、記録領
域２０８に記録する際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【０１３６】
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　先ず、ユーザは、自身が見たい放送チャンネルをチューナ２０２にセットする（ステッ
プ４０１）。アンテナ２０１はデジタル放送信号を受信し（ステップ４０２）、復調部２
０３は、放送信号からユーザが希望する受信チャンネルのＴＳを生成する（ステップ４０
３）。ＴＳデコーダ２０４は、生成されたＴＳをデスクランブル、誤り訂正復号化した後
、受信チャンネルのＴＳ（選局された特定チャンネルに関するパケットＩＤ（ＰＩＤ）を
有する映像圧縮データ、音声圧縮データ、伝送制御信号、ＳＩそしてデータ放送用データ
の多重化ＴＳ：以下、「特定チャンネル多重化ＴＳ」という。）のコンテンツを、ユーザ
が記録領域２０８に保存することを望んでいるのか、それともそのままリアルタイムで視
聴することを望んでいるかを判断する。（ステップ４０４）。
【０１３７】
　ユーザがそのままリアルタイムで視聴することを希望している場合（ステップ４０４で
Ｎｏ）、ＴＳデコーダ２０４は特定チャンネル多重化ＴＳを分離し、映像データと音声デ
ータのＰＥＳからなるコンテンツ圧縮データＡを作成する（ステップ４０５）。作成され
たコンテンツ圧縮データＡは圧縮／伸長部２０５へ供給され、圧縮／伸長部２０５でコン
テンツ圧縮データＡを伸長し、映像データと音声データとを作成する（ステップ４０６）
。映像データと音声データは再生処理部２０６へ供給され、再生処理部２０６で映像デー
タを映像信号に変換してディスプレイ２１５に出力し、音声データを音声信号に変換して
スピーカ２１６に出力する（ステップ４０７）。
【０１３８】
　これに対して、ユーザが保存を選択した場合（ステップ４０４でＹｅｓ）、ＴＳデコー
ダ２０４は、特定チャンネル多重化ＴＳを記録領域２０８に出力し、記録領域２０８は特
定チャンネル多重化ＴＳを記録領域２０８のデータ領域７０２にクラスタ単位で記録する
（ステップ４１０）。この、記録領域２０８のデータ領域７０２に保存された特定チャン
ネル多重化ＴＳを以下、「コンテンツＡの多重化ＴＳ」という。
【０１３９】
　また、特定チャンネル多重化ＴＳを記録領域２０８へ保存する場合、ＴＳデコーダ２０
４で特定チャンネル多重化ＴＳを分離し、映像圧縮データ、音声圧縮データ、伝送制御信
号、ＳＩ及びデータ放送用のデータのＰＥＳにデコードし（ステップ４０８）、デコード
したデータをコンテンツ情報抽出部２１１へ供給する。コンテンツ情報抽出部２１１は供
給されたＰＥＳの中から、選局されたコンテンツの番組情報とコピー制御情報を記述した
ＳＩと伝送制御信号をフィルタし、ＳＩからコンテンツのタイトルとジャンルそして映像
品質を、そして伝送制御信号からデジタルコピー制御情報を抽出する（ステップ４０９）
。抽出された前記コンテンツの番組情報とコピー制御情報は記録領域２０８のデータ管理
領域７０１へ供給される（ステップ４１０）。
【０１４０】
　図１７は、データ管理装置１０１が記録領域２０８に記録しているコピーワンスのコン
テンツを、低品位なコンテンツに変換して外部記録媒体３０１へムーブする際の動作の各
手順を示すフローチャートである。
【０１４１】
　以下に述べる一連の動作により、変換され、外部記録媒体３０１へムーブされたコピー
ワンスのコンテンツは、データ管理装置１０１においては再生不能化された状態で保持さ
れる。
【０１４２】
　データ管理装置１０１のコンテンツ制御部２１０は、まず、ＲＯＭ領域２０７からデー
タ管理装置１０１の固有情報を読み出す（ステップ５０１）。次に、外部記録媒体３０１
のＲＯＭ領域３０５から外部記録媒体３０１の固有情報を読み出す（ステップ５０２）。
読み出したデータ管理装置１０１と外部記録媒体３０１の固有情報とを用いてセキュアな
情報が確保できるかどうか認証を行う（ステップ５０３）。
【０１４３】
　認証が不成立であればムーブの処理はせず終了する（ステップ５０３のＮｏ）。認証が
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成立した場合（ステップ５０３のＹｅｓ）、ユーザの入力キー２１３の操作により、記録
領域２０８に記録されているコンテンツからムーブしたいコンテンツ（コンテンツＡとす
る）が選択されると、選択されたコンテンツのコンテンツ番号をデータ管理領域７０１の
コンテンツ番号７１０から読み出す（ステップ５０７）。読み出したコンテンツ番号は圧
縮／伸長部２０５へ供給される。
【０１４４】
　また、記録領域２０８のデータ領域７０２からコンテンツＡの多重化ＴＳを読み出し（
ステップ５０４）、ＴＳデコーダ２０４へ供給する。また、実際にここで読み出したコン
テンツＡのデータのクラスタ番号を、データ管理領域７０１のムーブデータクラスタ番号
７２２に書き込む（ステップ５０９）。
【０１４５】
　次に、ＴＳデコーダ２０４でＴＳ分離された映像と音声のＰＥＳのデータであるコンテ
ンツ圧縮データＡを作成し（ステップ５０５）、圧縮／伸長部２０５で一旦伸長させ、ベ
ースバンドの映像データと音声データを生成する（ステップ５０６）。前記ベースバンド
の映像データと音声データに、前記記録領域２０８から読み出したコンテンツ番号を追加
して圧縮／伸長部２０５へ供給する。
【０１４６】
　圧縮／伸長部２０５は前記ベースバンドの映像データと音声データを現在よりも低い解
像度あるいは低い符号化ビットレートのコンテンツへ圧縮し、コンテンツ圧縮データＢを
作成する（ステップ５０８）。なお、上述のように、コンテンツ圧縮データＢは、本発明
のコンテンツ管理装置における関連コンテンツの一例である。
【０１４７】
　次に、コンテンツ制御部２１０は、コンテンツ圧縮データＢのタイトルなどの情報を利
用し、ランダムにタイトルキーを自動生成する（ステップ５１０）。更に、そのタイトル
キーを利用してコンテンツ圧縮データＢを暗号化し、暗号化コンテンツ圧縮データＢとす
る（ステップ５１２）。また、記録領域２０８のムーブデータクラスタ番号７２２から読
み出されたクラスタ番号により指定されたコンテンツＡの多重化ＴＳを、同じタイトルキ
ーで暗号化し、暗号化ＴＳコンテンツＡとする（ステップ５１３）。
【０１４８】
　また、外部記録媒体３０１のＲＯＭ領域３０５から外部記録媒体３０１の固有情報を取
得する（ステップ５１１）。その取得した固有情報を利用し、コンテンツ制御部２１０で
生成したタイトルキーを暗号化し（ステップ５１４）、暗号化タイトルキーとする。暗号
化タイトルキーと暗号化コンテンツ圧縮データＢとを外部記録媒体３０１へコピーする（
ステップ５１５）。同時に、データ管理装置１０１に存在する暗号化タイトルキー、暗号
化コンテンツ圧縮データＢそして取得した外部記録媒体３０１の固有情報を削除する（ス
テップ５１６）。
【０１４９】
　以上の手順によってデータ管理装置１０１の記録領域２０８に記録されている暗号化Ｔ
ＳコンテンツＡは再生不能化される。つまりユーザはコンテンツＡを視聴することができ
ない。
【０１５０】
　他方、外部記録媒体３０１では、外部記録媒体３０１にコピーされた暗号化タイトルキ
ーは外部記録媒体３０１の固有情報を利用し復号可能であり、かつ、暗号化タイトルキー
とともに外部記録媒体３０１へコピーされた暗号化コンテンツ圧縮データＢは、復号化さ
れたタイトルキーで復号可能である。つまり、ユーザは、外部記録媒体３０１を利用し、
データ管理装置１０１以外の、コンテンツの再生が可能な機器を用いコンテンツＡと同一
内容である低品位なコンテンツを再生、視聴することが可能である。
【０１５１】
　結果的に、データ管理装置１０１と外部記録媒体３０１との間で、ムーブと等価な仕組
みが成立する。
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【０１５２】
　図１８は、外部記録媒体３０１にムーブされた低品位なコンテンツをデータ管理装置１
０１へ逆ムーブする際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【０１５３】
　以下に述べる一連の動作により、データ管理装置１０１において、ムーブされたことに
より再生不能化された状態で保持されているコンテンツが再生可能となる。また、それと
ともに、外部記録媒体３０１に記録されていたコンテンツは削除される。
【０１５４】
　データ管理装置１０１のコンテンツ制御部２１０は、まず、ＲＯＭ領域２０７からデー
タ管理装置１０１の固有情報を読み出す（ステップ６０１）、次に外部記録媒体３０１の
ＲＯＭ領域３０５からの固有情報を読み出す（ステップ６０２）。読み出したデータ管理
装置１０１と外部記録媒体３０１の固有情報とを用いてセキュアな情報が確保できるかど
うか認証を行う（ステップ６０３）。
【０１５５】
　認証が不成立であれば逆ムーブの処理はせず終了する（ステップ６０３のＮｏ）。認証
が成立した場合（ステップ６０３のＹｅｓ）、ユーザの入力キー２１３の操作により、記
録領域２０８に記録されている、再生不能な、ムーブありのコンテンツの中から逆ムーブ
したいコンテンツが選択されると、選択されたコンテンツ（コンテンツＡとする）のコン
テンツ番号をデータ管理領域７０１のコンテンツ番号７１０から読み出す（ステップ６０
９）。
【０１５６】
　コンテンツ制御部２１０は、外部記録媒体３０１の記録領域３０４から、ムーブした暗
号化タイトルキーを取得する（ステップ６０４）。また、外部記録媒体３０１のＲＯＭ領
域３０５から外部記録媒体３０１の固有情報を取得する（ステップ６０５）。そして、取
得した外部記録媒体３０１の固有情報を利用して、取得した暗号化タイトルキーを復号化
する（ステップ６０６）。
【０１５７】
　更に、コンテンツ制御部２１０は、外部記録媒体３０１の記録領域３０４から、ムーブ
した暗号化コンテンツ圧縮データＢ（暗号化コンテンツ圧縮データＢはコンテンツＡを変
換して再圧縮しムーブしたコンテンツである）を読出す（ステップ６０７）。読み出した
暗号化コンテンツ圧縮データＢは、まず、上述の復号化されたタイトルキーで暗号化を解
かれコンテンツ圧縮データＢとなり、次に圧縮／伸長部２０５で復号化される（以下、こ
の復号化されたコンテンツ圧縮データＢを「コンテンツデータＢ」という。）。この圧縮
／伸長部２０５で復号化されたコンテンツデータＢからムーブ時にコンテンツデータに追
加されたコンテンツ番号を抽出する（ステップ６０８）。
【０１５８】
　コンテンツデータＢから抽出されたコンテンツ番号と記録領域２０８のデータ管理領域
７０１のコンテンツ番号７１０から読み出したコンテンツ番号が一致するかどうか判定す
る（ステップ６１０）。判定した結果、一致しなければ逆ムーブの処理は終了する（ステ
ップ６１０のＮｏ）。判定した結果が一致すれば（ステップ６１０のＹｅｓ）、一致した
コンテンツ番号を有する記録領域２０８のコンテンツファイルであるコンテンツＡのデー
タ管理領域７０１にあるムーブデータクラスタ番号７２２からムーブしたデータのクラス
タ番号を抽出する（ステップ６１１）。
【０１５９】
　抽出したムーブデータのクラスタ番号からデータ領域７０２の実体データである暗号化
されたコンテンツデータＡのＴＳである暗号化ＴＳコンテンツＡを読み出す（ステップ６
１２）。読み出した暗号化ＴＳコンテンツＡを復号化されたタイトルキーで復号化する（
ステップ６１３）。また、同時に、外部記録媒体３０１に記録していた暗号化タイトルキ
ーと暗号化コンテンツ圧縮データＢを削除する（ステップ６１４）。そして、記録領域２
０８のデータ管理領域７０１にあるコンテンツＡのムーブデータクラスタ番号７２２のム
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ーブデータクラスタ番号を削除する（ステップ６１５）。
【０１６０】
　以上の手順、つまり、外部記録媒体３０１にムーブされた低品位なコンテンツの逆ムー
ブによって、データ管理装置１０１において、再生不能化され記録領域２０８に蓄積され
ていた高品位なコンテンツが再生可能となる。他方、外部記録媒体３０１に記録されてい
る暗号化コンテンツ圧縮データＢは削除されるため、データ管理装置１０１と外部記録媒
体３０１との間で成立するムーブと等価な仕組みは保持される。
【０１６１】
　上述のように、ムーブされたコンテンツは、データ管理装置１０１においては再生不能
化され、ユーザは視聴することができない。しかしながら、図１０から図１５を用いて説
明したように、データ管理装置１０１は、再生不能化され、視聴することができないコン
テンツの属性情報をディスプレイ２１５に出力し表示ことができる。また、表示された画
面を利用し、ユーザは、再生不能化されたコンテンツの逆ムーブや削除を行なうことがで
きる。
【０１６２】
　以下に、本実施の形態のデータ管理装置１０１が、再生不能化されたコンテンツの属性
情報の出力、逆ムーブ及び削除を行なう際の動作を、各動作の流れを示す図である図１９
から図２１を用いて説明する。
【０１６３】
　図１９は、ムーブにより再生不能化された状態で記録されているコンテンツの属性情報
をユーザの要求によって出力し、ディスプレイ２１５に表示する際のデータ管理装置１０
１の動作の各手順を示すフローチャートである。
【０１６４】
　コンテンツ情報抽出部２１１は、入力キー２１３からのユーザ操作（例えば、図１０（
ｂ３）のムーブファイルメニュー表示ボタンの選択）（ステップ９１１）によって、記録
領域２０８のデータ管理領域７０１から、コンテンツの属性情報を抽出する（ステップ９
１２）。抽出されたコンテンツの属性情報は、コンテンツ情報出力部２１２へ供給される
。
【０１６５】
　コンテンツ情報出力部２１２では、コンテンツ情報抽出部２１１から受け取ったコンテ
ンツの属性情報を、ディスプレイ２１５へ表示できるように信号に変換する（ステップ９
１３）。変換した信号をディスプレイ２１５へ出力し表示する（ステップ９１４）。
【０１６６】
　なお、コンテンツ情報抽出部２１１が、記録領域２０８のデータ管理領域７０１からコ
ンテンツの属性情報を抽出する際（ステップ９１２）、ファイル属性８００の再生７１８
（図５（ｂ）参照）の記述を判断することにより、属性情報を表示するコンテンツの種類
を分けることができる。つまり、すべてのコンテンツについて、その属性情報を表示する
（例えば、図１１参照）、再生可能なコンテンツについてのみ、その属性情報を表示する
（例えば、図１３（ａ）参照）、または、再生不能化されたコンテンツについてのみ、そ
の属性情報を表示する（例えば、図１３（ｂ）参照）ことができる。
【０１６７】
　図２０は、ムーブにより再生不能化して記録されているコンテンツをユーザの要求によ
って逆ムーブする際のデータ管理装置１０１の動作の各手順を示すフローチャートである
。
【０１６８】
　図１９に示すステップ９１４でディスプレイ２１５に表示されたコンテンツの属性情報
（例えば、図１４（ａ））から、入力キー２１３からのユーザ操作（例えば、図１０（ｂ
４）ムーブバックのボタンの選択）（ステップ９１５）によって、コンテンツ制御部２１
０は逆ムーブ処理を実行する（ステップ９１６）。逆ムーブが実行されると、コンテンツ
情報出力部２１２は逆ムーブしたコンテンツのデータ管理情報を変更する（ステップ９１
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７）。具体的にはファイル属性８００の再生７１８は再生不可から再生可に、ムーブ７２
０はムーブありからムーブ可に変更する。
【０１６９】
　変更されたコンテンツの属性情報をコンテンツ情報出力部２１２は抽出する（ステップ
９１８）。抽出されたコンテンツの属性情報は、コンテンツ情報出力部２１２へ供給され
る。コンテンツ情報出力部２１２では、コンテンツ情報抽出部２１１から受け取ったコン
テンツの属性情報を、ディスプレイ２１５へ表示できるように信号に変換する（ステップ
９１９）。そして変換した信号をディスプレイ２１５へ出力し表示する（ステップ９２０
）。
【０１７０】
　上記動作により、ディスプレイ２１５での表示は、例えば、図１４（ａ）に示す、逆ム
ーブ前のコンテンツの属性情報の表示から、図１４（ｂ）に示す逆ムーブ後のコンテンツ
の属性情報の表示へと変わる。
【０１７１】
　図２１は、ムーブにより再生不能化されて記録されているコンテンツを、ユーザの要求
によって消去する際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【０１７２】
　図１９に示すステップ９１４でディスプレイ２１５に表示されたコンテンツの属性情報
（例えば、図１５（ａ））から、入力キー２１３からのユーザ操作（例えば、図１０（ｂ
４）に示す消去のボタンの選択）（ステップ９２１）によって、コンテンツ消去部２１４
は、ムーブし再生不能なコンテンツの消去を実行する（ステップ９２２）。消去が実行さ
れ、コンテンツ情報出力部２１２は消去したコンテンツのデータ管理情報を削除する（ス
テップ９２３）。再度データ管理領域７０１のコンテンツの属性情報をコンテンツ情報出
力部２１２は抽出する（ステップ９２４）。抽出されたコンテンツの属性情報は、コンテ
ンツ情報出力部２１２へ供給される。コンテンツ情報出力部２１２では、コンテンツ情報
抽出部２１１から受け取ったコンテンツの属性情報を、ディスプレイ２１５へ表示できる
ように信号に変換する（ステップ９２５）。そして変換した信号をディスプレイ２１５へ
出力し表示する（ステップ９２６）。
【０１７３】
　上記動作により、ディスプレイ２１５での表示は、例えば、図１５（ａ）に示す、消去
前のコンテンツの属性情報の表示から、図１５（ｂ）に示す消去後のコンテンツの属性情
報の表示へと変わる。
【０１７４】
　上述のように、本実施の形態のデータ管理装置１０１は、コンテンツＡを、記録領域２
０８に保存する。保存の際に、コンテンツＡの属性情報を取得し、記録領域２０８のデー
タ管理領域７０１に管理情報として記録しておくことができる。
【０１７５】
　また、コンテンツＡは、圧縮／伸長部２０５によって、低い解像度あるいは低い符号化
ビットレートのコンテンツへ圧縮・変換され、コンテンツＢとされる。コンテンツＢは、
暗号化され外部記録媒体３０１へ出力される。
【０１７６】
　その際、データ管理装置１０１において、コンテンツＡは、暗号化のための鍵であるタ
イトルキーにより暗号化され、タイトルキーは外部記録媒体３０１の固有情報を利用して
暗号化される。暗号化されたタイトルキーは、コンテンツＢとともに外部記録媒体３０１
へ出力され、出力後、データ管理装置１０１に存在するコンテンツＢ、暗号化されたタイ
トルキー、および固有情報は削除される。
【０１７７】
　つまり、コンテンツＡは、データ管理装置１０１で圧縮・変換され、コンテンツＢとさ
れ、外部記録媒体３０１に出力される。コンテンツＢは外部記録媒体３０１に記録され、
データ管理装置１０１では、コンテンツＢのオリジナルであるコンテンツＡは暗号化され
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、再生不能となる。結果的に、コンテンツＡと同一内容のコンテンツであるコンテンツＢ
は再生可能な状態で外部記録媒体３０１に記録されるとともに、コンテンツＡはデータ管
理装置１０１において再生不能な状態で保持される。つまり、ムーブと等価な仕組みが成
立する。
【０１７８】
　しかしながら、コンテンツＡの属性情報は記録されており、その属性情報をディスプレ
イ２１５に出力することが可能である。つまり、データ管理装置１０１は、ユーザに、再
生不能化されたコンテンツＡの属性情報を知らせることができ、ユーザは、再生不能化さ
れたコンテンツＡのタイトルや記録容量などを認識することができる。更に、コンテンツ
Ａが不要である場合、削除することができる。
【０１７９】
　また、データ管理装置１０１は、外部記録媒体３０１から、固有情報、コンテンツＢ、
及び、暗号化されたタイトルキーを取得する。これにより、データ管理装置１０１は、コ
ンテンツＡを特定し、暗号化されたタイトルキーを復号化できる。更に、このタイトルキ
ーを用い、暗号化されたコンテンツＡをタイトルキーで復号化でき、ユーザは、コンテン
ツＡを再生させることができる。つまり、ユーザは、圧縮・変換される前の質を有するコ
ンテンツＡを視聴することが可能となる。
【０１８０】
　なお、データ管理装置１０１は、記憶領域２０８を備えていなくてもよく、例えば、外
部記録装置を所定の手段で接続し、コンテンツ及びコンテンツの属性情報を記録するとし
てもよい。こうすることで、例えば、より多くのコンテンツを記録させたい場合、記録容
量の大きな外部記録装置に置き換えればよく、記録可能容量の増加を容易に行うことがで
きる。
【０１８１】
　また、ユーザに、再生不能化されたコンテンツの属性情報を知らせるために、コンテン
ツの属性情報をディスプレイ２１５に表示するとしたが、属性情報を知らせる手段は、デ
ィスプレイ２１５以外でもよい。例えば、スピーカ２１６に音声として出力してもよく、
また、データ管理装置１０１にプリンタを接続し、印刷物として出力してもよい。
【０１８２】
　こうすることで、ユーザに様々な態様で、再生不能化されたコンテンツの属性情報を知
らせることができる。
【０１８３】
　なお、本実施の形態のデータ管理装置１０１を構成するチューナ２０２、復調部２０３
、ＴＳデコーダ２０４、圧縮／伸長部２０５、記録領域２０８、再生処理部２０６、ROM
領域２０７、通信処理部２０９、コンテンツ制御部２１０、コンテンツ情報抽出部２１１
及びコンテンツ情報出力部２１２の一部または全部は一つの集積回路（集積チップ）で実
現されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１８４】
  本発明のコンテンツ管理装置およびコンテンツ管理方法は、デジタルテレビ放送等で著
作権保護されたデジタル映像音声データを受信して記録し、更に、デジタル映像音声デー
タを外部記録媒体に移動して別の再生機器で再生したり蓄積保存したりするめの装置およ
び方法として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１８５】
【図１】デジタルコピー制御情報を示す図である。
【図２】実施の形態のデータ管理装置１０１及び外部記録媒体３０１の外観を示す図であ
る。
【図３】実施の形態のデータ管理装置１０１及び外部記録媒体３０１の構成を示すブロッ
ク図である。
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【図４】実施の形態のデータ管理装置１０１が別の同様なデータ管理装置との間でデジタ
ル接続されている状態の外観を示す図である。
【図５】実施の形態のデータ管理装置１０１が受信したデジタル放送信号を記録領域２０
８に記録する際のデータ管理領域とデータ領域の形式を示す図である。
【図６】受信したデジタル放送の番組情報を示すイベント情報テーブル（ＥＩＴ）とその
記述子を示す図である。
【図７】受信したデジタル放送のイベント情報テーブル（ＥＩＴ）のコンポーネント記述
子で指定される映像品質やアスペクト比を示す図である。
【図８】受信したデジタル放送のイベント情報テーブル（ＥＩＴ）のコンテンツ記述子で
指定される番組のジャンルを示す図である。
【図９】実施の形態の入力キー２１３の有する機能を実現する機器の一例であるリモコン
９００の外観を示す図示す図である。
【図１０】コンテンツの属性情報をメニュー形式でディスプレイに表示する手順を示す図
である。
【図１１】実施の形態の記録領域２０８に記録しているすべてのコンテンツの属性情報が
表示された例を示す図である。
【図１２】実施の形態の記録領域２０８に記録しているコンテンツについて変換ムーブ、
変換なし通常ムーブ選択後のコンテンツ属性情報の表示変化を示す図である。
【図１３】実施の形態の記録領域２０８に記録している再生可能なコンテンツの属性情報
のみを表示した場合と再生不能なコンテンツコンテンツの属性情報のみを表示した場合を
比較して示す図である。
【図１４】記録領域２０８に記録しているムーブされたコンテンツに対し逆ムーブの選択
を行った際のコンテンツ属性情報の表示変化を示す図である。
【図１５】記録領域２０８に記録している再生不能コンテンツに対し消去選択を行った際
のコンテンツ属性情報の表示変化を示す図である。
【図１６】受信したデジタル放送信号を再生もしくは、実施の形態の記録領域２０８に記
録する際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【図１７】実施の形態のデータ管理装置１０１の記録領域２０８に保存されたコンテンツ
Ａを変換してコンテンツＢとして外部記録媒体３０１へムーブする手順を示したフローチ
ャートである。
【図１８】実施の形態の外部記録媒体３０１へムーブされたコンテンツＢをムーブ元のデ
ータ管理装置１０１へ逆ムーブしコンテンツＡを再生可能化させる手順を示したフローチ
ャートである。
【図１９】ムーブにより再生不能化して記録されているコンテンツの属性情報をユーザの
要求によって表示する際の動作の各手順を示すフローチャートである
【図２０】ムーブにより再生不能化して記録されているコンテンツの属性情報をユーザの
要求によって逆ムーブする際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【図２１】ムーブにより再生不能化して記録されているコンテンツの属性情報をユーザの
要求によって消去する際の動作の各手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１８６】
　　１０１　データ管理装置
　　１０２　メモリカード挿入スロット
　　２０１　アンテナ
　　２０２　チューナ
　　２０３　復調部
　　２０４　ＴＳデコーダ
　　２０５　圧縮／伸長部
　　２０６　再生処理部
　　２０７　ＲＯＭ領域（データ管理装置側）
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　　２０８　記録領域（データ管理装置側）
　　２０９　通信処理部（データ管理装置側）
　　２１０　コンテンツ制御部
　　２１１　コンテンツ情報抽出部
　　２１２　コンテンツ情報出力部
　　２１３　入力キー
　　２１４　コンテンツ消去部
　　２１５　ディスプレイ
　　２１６　スピーカ
　　３０１　外部記録媒体
　　３０２　通信処理部（外部記録媒体側）
　　３０３　カード制御部
　　３０４　記録領域（外部記録媒体側）
　　３０５　ＲＯＭ領域（外部記録媒体側）
　　７０１　データ管理領域
　　７０２　データ領域
　　７１０　コンテンツ番号
　　７１１　ジャンル
　　７１２　タイトル
　　７１３　記録日
　　７１４　記録時間
　　７１５　記録サイズ
　　７１６　形式
　　７１８　再生
　　７１９　コピー
　　７２０　ムーブ
　　７２１　データクラスタ番号
　　７２２　ムーブデータクラスタ番号
　　８００　ファイル属性
　　９００　リモコン
　　９０１　メニューキー
　　９０２　選択方向キー
　　９０３　決定キー
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